
熊本市空家等対策計画改定（素案）概要

(１)  計画の基本理念・基本方針

〇基本理念

総合的な空家等対策による安心・安全な魅力ある住環境の実現

〇４つの基本方針

【空家等対策全般の概念図】

(２) 計画の方向性と具体的取組み

(４) 計画の評価・検証

※具体的取組みの注記
第１次計画の取組みとの関係性について、次の区分により記載しています。
【新規】： 新たに「具体的な取組み」として定めたもの
【拡充】：「具体的な取組み」の中に、新たに取組む事業を定めたもの

資料 都ｰ７①

基本方針 指標名
基準値(過去実績)

目標値
R1 R2 R3 R4

予防
市民等への啓発状況
（セミナー、相談会、出前講座、
押しかけ講座等の件数）

1 5 1 8
計画8年間で80回の講座等による啓発
（10回／年）

利活用
流通の促進状況
（空き家バンクの登録件数）

- - 10 10 計画8年間で120件の登録（15件／年）

適正管理 管理不全空家等への勧告数 - - - - 計画8年間で120件の勧告（15件／年）

連携体制の強化 地域への活動支援数 - - - -
計画8年間で40校区の地域への支援
（5校区／年） ※各区1校区／年
※本市の校区数：92校区

(３) 成果指標

〇各種取組みの成果指標

〇空家等対策の成果指標

指標名 基準値（H25） 中間値（H30）
第1次計画目標値

（R5）
第2次計画目標値

（R10）

空き家率
（住宅・土地統計調査）

14.1％ 12.0％ 12.9％未満 12.9％未満
第1次計画を継続

※PDCAサイクルによる継続的な施策の推進

※ R5住宅・土地統計調査結果については、総務省よりR6年度公表予定

空家対策課
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